職務経歴書
2025年4月1日現在
佐藤 真次
■職務要約
　理学療法士として約5年間、急性期と回復期の病院でリハビリに携わってきました。手術後の回復を支える早期の動作練習から、退院後の生活を意識した動きづくりまで幅広く経験しています。特に整形外科分野では、足や腰、肩の痛みにより日常生活に不便がある方に対し、動き方を工夫しながら回復につなげてきました。患者さまの痛みや不安に寄りそい、続けやすいリハビリを提案することを大切にしてきました。今後は、より通院に近い環境で、一人ひとりの生活に合わせた運動プランを長く支えていきたいと考え、整形外科クリニックでの勤務を希望しております。
■職務経歴
医療法人△△会　△△総合病院（2019年4月〜2021年3月）
	病床数：250床（うち急性期154床）
スタッフ構成：PT 22名・OT 10名・ST 4名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2019年4月〜2021年3月
	【担当業務】
・手術後まもない方や体の動きが不安定な方を中心に、1日5〜6名を担当
・座る、立つ、歩く、階段の昇り降りなどの動作を安全に練習
・トイレ、着替えなど生活に近い動作のサポート
・医師・看護師・相談員など多職種と情報を共有
【心がけたこと】
痛みが強い時期でも、息苦しさやめまいに配慮しながら、少しずつ体を動かせるように支援しました。




医療法人〇〇会　○○回復期リハビリテーション病院（2021年4月～現在）
	病床数：病床数120床（回復期病棟）
スタッフ構成：PT 18名・OT 12名・ST 6名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2021年4月～現在
	【担当業務】
・足腰の痛みやまひのある方、骨折後の方を中心に、1日6〜7名を担当
・イスへの移り、台所に立つ練習、買い物を想定した移動練習
・ご家族への介助アドバイス、生活道具の選定サポート
・退院前訪問や会議に参加し、生活に戻る準備を支援
【心がけたこと】
退院後の「歩く・家事をする・外出する」など、普段の生活が思い描けるリハビリを意識しました。



■活かせる資格・スキル
・理学療法士免許（2019年3月取得）
・普通自動車第一種運転免許（2014年7月取得）
・急性期と回復期でのリハビリ経験：計5年
・足腰や肩の痛みに配慮した、負担の少ない動作の提案
■自己PR
　私の強みは、痛みや不安がある方にも、無理なく続けられる運動を提案できることです。急性期の病院では手術後で動くことがこわい方に寄りそい、息苦しさやめまいを見ながら、座る・立つ・歩く練習につなげてきました。回復期では、家事や外出など、生活に必要な動作を少しずつ取り入れ、「買い物ができた」「台所に立てるようになった」といった声をいただきました。整形外科クリニックでは通院しながら体を整えていく方が多いため、痛みの様子や生活リズムに合った運動プランを一緒に考え、長く通えるリハビリを提供したいと考えています。

